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セントロメア特異的なヌクレオソームに含まれるコアヒストンが 
8 量体を形成する意義 

真核生物のゲノムDNAはクロマチンとして細胞核内に収納されている。クロマチンを
構成する基本単位はヌクレオソームと呼ばれ、H2A、H2B、H3、H4の各ヒストンタン
パク質を2分子ずつ含むヒストン8量体に、DNAが巻きついた構造をしている。ところ
が、セントロメア領域においてはヒストン8量体を含む通常型のヌクレオソーム
（octasome）だけでなく、各ヒストンを1分子ずつしか含まない特殊なヌクレオソーム
（hemisome）の存在が示唆されており、どちらのヌクレオソーム構造がセントロメア
の機能において重要なのかという点が論争の的であった。この点を明らかにするため
には、上記の異なる会合状態を細胞内でコントロールする必要がある。我々は、ヒス
トン8量体の中心に位置するH3 homodimerに着目し、H3の相互作用部位に変異を導入
することで、heterodimerを優先的に形成する改変型H3（H3X, H3Y）の作製に成功し
ていた。そこで、出芽酵母のセントロメア特異的なH3バリアントであるCse4にこのシ
ステムを応用し、改変型Cse4（Cse4X, Cse4Y）を作製することで、細胞内でoctasome
（Cse4X/Cse4Y heterodimerを含む）とhemisome（Cse4X または Cse4Yの片方のみを
含む）をコントロールする系を構築した。解析の結果、セントロメアが正常に機能す
るためには、Cse4を2分子含むoctasomeが必須であることが示された。一方で、
Cse4X/Cse4Y heterodimerを用いてドメイン解析を行った結果、キネトコアタンパク質
との相互作用に重要なCse4のN末端またはC末端領域は、octasome中に1箇所存在すれ
ば十分に機能することが明らかになった。これらの知見に基づき、セントロメアの機
能におけるヒストン8量体形成の意義について考察を行う。 
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